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 現在 JAXAは合成開口レーダ（SAR）搭載衛星として「だいち 2号（ALOS-

2）」を運用している。SARは 90年代から本格的に地球観測衛星に搭載される

ようになった観測機器で、衛星から電波を地上に発射し、その反射波を同じ衛

星で受信し解析することで地表の画像が得られる能動型電波センサである。こ

れは GoogleEarth等で閲覧できる光学的な衛星画像とは異なり、夜間や曇天下

でも地表が撮影でき、雨季の森林の観測や悪天候下での災害監視など、サイエ

ンスから実利用までまたがる様々な分野で活用できる。複数回の観測の位相差

をとることで、その間の地震・火山活動等により生じた地殻の動きを可視化す

ることもできる。 

 なお、地球電磁気学と SARには基礎となる電磁気学や、観測技術、データ解

析技術などに共通点が多い。筆者は宇宙プラズマ分野（修士課程）の出身であ

り、このような異分野へのキャリアについても要望があれば相談に乗らせてい

ただく。 

 


